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白鷹キッズスポーツふれあいキャンプ　―おいしい料理ができますように―
　８月７日から９日まで、中山小学校で白鷹キッズスポーツふれあいキャンプが行われました。今回は、町内外から47人の

子どもたちが参加し、気仙沼の子どもたちとの交流、中山区との共同作業による乳しぼり、野外炊飯、天体観測などさまざ

まなメニューが準備され、中山地区の自然を満喫しました。
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※くわしくは、町ホームページからご覧いただけます。
■まちづくりアンケートに関する問い合わせ
　　　　総務課企画調整係（☎ 85 － 6123）

②これからも白鷹町で暮らしたいと
思いますか。

④「暮らしたいと思わない」理由をお
聞かせください。（単位：人）

⑤町の産業について、10 年前
と比べて活気が出たと感じて
いますか。（単位：％）

③「暮らしたいと思う」理由をお
聞かせください。（単位：人）

（３つまで選択）

（３つまで選択）

○「暮らしたいと思う」と答えたかたが 73％
　という結果になりました。
○地区別では、蚕桑・東根・十王の順で暮ら
　したいと思う割合が高くなっています。

○農林業・工業・商業とも
　に「思わない」が最も多
　く、産業に対しては、景
　気の影響もあると思われ
　ますが、厳しい評価でし
　た。

「
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
」
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　この調査は、これからの町の基本となる「第５次白鷹町総合計画」の策定にあたり、町民のみなさまが日
常生活の中で感じていることやご意見ご希望、まちの将来像などをお聞かせいただいたものを計画へ反映す
るため実施しました。回答にあたりご協力いただいた皆さまありがとうございました。
　広報しらたかでは、今月からシリーズで調査結果をお知らせします。

▼　調査期間　　平成 21 年４月 13 日
　　　　　　　　　　　  ～５月 12 日（１カ月間）
▼　配布方法　　各町内長を通じ配布・回収
▼　配布枚数　　4,150 枚
▼　回収枚数　　3,894 枚
▼　回収率　　　　93.8％

アンケート実施概要

回答者の属性（基本データ）

①年代 ②職業

アンケート結果

①白鷹町を暮らしやすい町
だと思いますか。

皆さまの声を反映させていただきます

地区別の割合（100 ＝ 3,894）
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まちづくり座談会開催中
は蚕桑地区と、各団体の皆様と共に開催しました。
　各会場とも、熱心に夜遅くまで話し合いをいただき
ました。その主な内容をお伝えいたします。詳しい内
容については、町ホームページに掲載していますので
ご利用ください。

座談会は随時受け付けています。
■申込・問い合わせ
　〒 992-0892（専用郵便番号のため、住所は不要です。）
　　白鷹町役場総務課情報係
　　☎ 85-6121　FAX85-2128
　　Ｅメール：zadan@shirataka.net

滝野交流館トイレの改修について

　　段差が大きく、体育館を通ることになり、外来
者の苦情も多くあり早急に改修してほしい。

　　滝野交流館トイレは簡易の汲
く

み取り水洗式で整
備しています。合併浄化槽に改修する必要がありま
す。場所、規模及び維持管理などの問題を整理し地
元の皆さんと協議させていただきます。

愛宕寮の今後について

　　施設が老朽化し利用されていないが今後どうし
ていくか。

　　以前母子寮として利用していました。その後、
もの好き村として貸し出していましたが、現在利用
はありません。施設は老朽化し、その役割を終えて
いると認識していますので、処分する方向で検討さ
せていただきます。

国道３４８号線と琴平公園からの町道との交差
点について

　　通学・通勤時間は危険なため、信号機を設置し
てほしい。

　　現在、県及び公安委員会に対して要望していま
す。

最上川に関する組織の在り方について

　　最上川流域観光協議会（国土交通省）、最上川
文化的景観、美しい山形最上川フォーラム、白鷹・
朝日・大江広域観光推進協議会、フットパスがある。
組織を少なくし、分かりやすくしてもらえないか。

　　それぞれの事業目的を達成できるように、また
参加する皆さんが関わりやすいように、組織をでき

る限りまとめていきたいと思います。

ナラ・ブナ枯れについて

　　蚕桑地区では、被害が目立っている。このこと
により将来土砂崩れが懸念される。ブナの森を守ろ
うとしているがどう考えるか。

　　町と県で現場確認を予定しています。ナラ枯れ
は 10 年ほど前に新潟から入り、県内では特に最上
地区で多く発生しています。虫は風に乗って移動し
ています。５、６年後倒木がダムとなり一気に流れ
ると大変な状況になります。倒木は土地の所有者の
問題もあり簡単に処理できません。今後対応策を検
討していきたいと思います。

こぐわ保育園とあゆかい保育園の統合について

　　保育園の統合は、先に民営化に取り組み、受託
業者が決定してから進めていくということでよいの
か。

　　受託業者を先に決めてから進める予定ですが、
あくまでも地域の皆さんの意見をよくお聞きして進
めていきます。

ゴミの問題について

　　西高玉の西部農免道路沿いに不法投棄の場所が
ある。解決に向けてどう考えているのか。

　　以前から問題となっている場所です。個人所有
地のため解決が難しく、関係機関と連携し対策を検
討しています。
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まちづくり座談会開催中
　地域が抱える課題や疑問について、町長が出席し「ま
ちづくり座談会」を開催しています。
　７月６日は高岡区、８月４日は中山区、８月７日は
滝野区、８月 24 日は貝生区、８月 27 日は荒砥第二区、
８月 28 日は菖蒲・下山・佐野原・大瀬区、９月１日

座談会　　　&

痛んでいる道路の整備について

　　高岡区には傷んでいる道路があるので、地元と
一緒に整備に取り組んでいただきたい。

　　県道と国道からの舗装補修で出てきたアスファ
ルトくずを、町がもらい受け、地元の皆さんに手伝っ
ていただいて、補修に使うようにしています。冬期
除雪をしないような路線であれば十分舗装の代わり
になるようですので、町へご相談ください。

地上デジタル放送の下山と佐野原の中継局の開
局について

　　下山、佐野原及び高岡の塩田から古屋敷にかけ
て、さくらんぼテレビが映っていないが映る予定は
あるのか。

　　アナログ放送ではさくらんぼテレビの電波が発
信なっていませんでしたが、デジタル放送では発信
されることになります。下山と佐野原の中継局は今
年 10 月に開局予定で、試験放送は９月からになり
ます。アナログ放送とほぼ同じような領域で受信で
きるようになります。地上デジタル放送が見えない
場合は、総務課情報係にご連絡ください。
　その後の状況：９月７日現在、総務省の発表によ
ると、工事の遅れにより 12 月下旬に開局、試験放
送は 11 月下旬から開始される予定に変更になりま
した。

中山小学校の活用について

座長：中山で一番課題になっているのは、休校になっ
　　た中山小学校をどのようにして利活用していく
　　かです。一昨年区総会で、中山区で使わせてい
　　ただきたい旨、町に伝えしました。その後、話
　　し合いをしていますが、どのようにして使うか
　　決まっていません。
区長：何らかの形で結論を出さないといけないとは
　　思っています。皆さんのご意見をいただきたい。

　　体験学習型が基本の利活用をお願いしたい。

　　宿泊施設を作りながら、体験型の施設として直
していくのか、だれがその役割を担うのか、日々の
運用はだれが責任を持ってやっていくのかというと
ころまで考えていかないと判断は難しい。これで良
いというまで、皆さんで議論し方向性を決めていた
だきたいと思います。

　　地元だけでは無理かもしれないので、町でも知
恵を貸してほしい。

　　地域の中でどうして行くか熱意が感じられます
ので、地域で議論いただきたいと思います。町はい
つでも応援団として入らせていただきます。
座長：町の支援をいただきながら、区でも話し合う
　　機会を設け、ぜひ皆さんに意見を出していただ
　　き中山区でどうしていくのか、最終的には来年
　　３月の区の総会で結論を出すように進めていく
　　ことにします。
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白
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今
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年

　

白
鷹
町
は
、
昭
和
29
年
10
月
１
日
に
荒
砥
町
・
蚕
桑
村
・
鮎
貝
村
・
十
王
村
・
白
鷹
村
・

東
根
村
の
1
町
5
村
が
合
併
、
そ
し
て
昭
和
30
年
10
月
に
朝
日
町
の
一
部
を
編
入
し

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
景
気
と
崩
壊
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
到
来
そ
し
て
過
疎
化

の
進
行
な
ど
の
激
動
の
時
代
を
経
て
、
今
年
10
月
に
町
誕
生
55
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。

　

今
年
は
、
第
4
次
総
合
計
画
も
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
し
て
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
た
準
備
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
新
た
な
町
づ
く
り
の

活
力
を
見
出
す
た
め
、
町
制
施
行
の
節
目
の
年
と
し
て
町
誕
生
55
周
年
記
念
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
白
鷹
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
た
セ
レ
モ
ニ
ー

も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
の
概
要
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
き
ら
め
く
美
し
い
郷
白
鷹

　
　
　
　
　
　

わ
れ
ら
の
思
い
を
未
来
に
」

◆
協
賛
事
業

　

町
並
び
に
町
内
各
種
団
体
な
ど
が
主
催
す
る
事
業
に
つ
い
て
、「
白

鷹
町
誕
生
55
周
年
記
念
」
の
冠
を
付
し
、
町
誕
生
55
周
年
記
念
事
業

と
て
実
施
し
ま
す
。

　

□
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
山
形
大
会
【
６
月
６
・
７
日
】

　

□
白
鷹
町
春
季
消
防
演
習
【
６
月
７
日
】

　

□
第
25
回
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ト
ラ
イ
ア
ル
大
会
【
６
月
20
・
21
日
】

　

□
第
15
回
白
鷹
紅
花
ま
つ
り
【
７
月
11
・
12
日
】

　

□
第
46
回
白
鷹
町
小
中
学
校
及
び
町
民
水
泳
大
会
【
７
月
29
日
】

　

□
し
ら
た
か
的
音
楽
映
画
塾
【
７
月
31
日
～
８
月
２
日
】

　

□
第
33
回
白
鷹
鮎
ま
つ
り
【
９
月
19
日
～
23
日
】

　

□
し
ら
た
か
工
芸
体
験
の
村
ま
つ
り
【
９
月
21
・
22
日
】

　

□
第
44
回
白
鷹
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
【
９
月
20
日
】

　

□
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
【
10
月
４
日
】

　

□
町
誕
生
記
念
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
【
10
月
11
日
】

　

□
第
33
回
白
鷹
町
農
業
祭
【
10
月
31
日
】

　

□
第
39
回
芸
術
祭
【
10
月
31
日
～
11
月
３
日
】

　

□
元
気
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ま
つ
り
【
11
月
８
日
】

　

□
白
鷹
町
小
中
学
校
・
町
民
ス
キ
ー
大
会
【
２
月
21
日
】

　
　

　

※
実
施
済
み
の
事
業
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

昭和 29年（1954 年）の主な出来事
　◆第１次鳩山内閣成立　　◆映画「七人の侍」、「ローマの休日」公開
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◆記念式典事業

　▼日時　10 月４日（日）午前８時 30 分開会
　▼会場　文化交流センター「あゆーむ」
　▼内容　
　　○白鷹町少年少女合唱団の発表会   　　　　　　　　　　　　 【午前８時 30 分】
　　○文化交流センター　ギャラリーオープン（テープカット）　　【午前９時】
　　○記念式典（功労者表彰など）　　　　　　　　　　　　　　　【午前９時 30 分】
　　○獅子舞（鮎貝八幡宮、羽黒神社）　　　　　　　　　　　　　【午前 10 時 50 分】

※時間はおおよその開始時間です。前後することもあります。
※一般のかたもご覧いただけますが、お席に限りがあります。
※「ギャラリー」は 10 月４日のみ無料でご覧いただけます。

◆記念コンサート

　【オーボエ・ギター　デュオコンサート】
　▼日時　10 月４日（日）午後３時開演
　▼会場　文化交流センター「あゆーむ」
　　　※詳しくは町報８ページをご覧ください。

白鷹町少年少女合唱団

「ちいさな音楽会」

　「あゆーむ」の竣工にあわせて誕生した合唱団です。10 月４日のグランドオープンを前にお披露目の
音楽会を開催します。子どもたちが心をこめて歌います。今まで練習してきた成果をお聞きください。
　▼日時　９月 26 日（土）午前 10 時～
　▼会場　文化交流センター「あゆーむ」
　▼入場料　無料（どなたでも）
　■問い合わせ　教育委員会　文化振興係（☎ 85 － 6146）

白鷹町誕生 55 周年記念事業概要

少年少女合唱団プロフィール

平成 20 年 10 月設立。
土方俊男（鮎貝）団長を中心に、指導者：長谷部
真弓氏（高玉）・ピアノ：新野有子氏（鮎貝）の
もとで練習を重ねてきました。
団員は、保育園年長児から中学１年生まで 35 人
です。

■問い合わせ
　総務課企画調整係（☎ 85 － 6123）

「奨学桜」

昭和 29年（1954 年）の主な出来事
　◆初の集団就職列車（青森～上野間）が運行　◆ソフトクリームが流行

◆記念イベント

　【最上川さくら回廊事業（桜の記念植樹）】
　▼日時　11 月７日（土）午後１時 30 分
　▼会場　文化交流センター「あゆーむ」
　　　※詳しくは町報しらたか８

●
月

●
号

●
10 ページをご覧ください。
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古
部
賢
一×

鈴
木
大
介 

オ
ー
ボ
エ
・
ギ
タ
ー 

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

開
館
記
念
展
覧
会 

梅
津
五
郎
展

▼
日
　

程
　

10
月
4
日（
日
）

　
　
　
　
　

〜
10
月
25
日（
日
）

▼
入
場
料
　

大
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　

（
10
月
4
日
無
料
）

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

▼
休
館
日
　

月
曜
日

▼
開
館
時
間
　

通
常
午
前
9
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
７
時

　

（
10
月
4
日
は
午
前
9
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時
）

　

梅
津
五
郎
氏（
１
９
２
０
〜
２
０
０

３
）は
、白
鷹
町
浅
立
出
身
の
洋
画
家
で

す
。画
業
を
志
し
て
上
京
し
、森
田
茂
・

熊
岡
美
彦
の
両
氏
に
師
事
し
ま
し
た
。

東
光
展
と
日
展
を
主
な
発
表
の
場

と
し
て
活
躍
し
、昭
和
31
年
の

第
12
回
日
展
で
は
、自
ら
が

働
く
中
華
料
理
屋
を

描
い
た《
調
理
場
》

が
独
特
の
生

　

日
本
を
代
表
す
る
世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、東
北
芸
術
工
科
大
学
・
副

学
長
も
勤
め
る
宮
島
達
男
氏
を
お
招
き
し
、当
館
の
開
館
に
際
し
て
芸
術
文
化

の
重
要
性
や
あ
り
方
に
つ
い
て
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
島
達
男
講
演
会

「
ア
ー
ト
は
あ
な
た
の
中
に
あ
る
」

１

３

白
鷹
町
に
生
ま
れ
た
あ
る
洋
画
家
の
生
涯

２

活
感
を
評
価
さ
れ
、特
選
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

昭
和
37
年
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
以

降
は
色
彩
が
豊
か
で
鮮
や
か
に
な

り
、そ
れ
を
活
か
し
て
全
国
各
地

の
風
景
を
描
き
ま
し
た
。加
え
て
、

１
９
８
０
年
代
以
降
は
ア
ト
リ
エ

か
ら
見
え
る
月
を
描
い
た
作
品
も

多
く
表
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、晩
年
白
鷹
町
に
寄

贈
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
梅
津
氏

の
画
業
を
回
顧
す
る
と
と
も
に
、

デ
ッ
サ
ン
な
ど
の
関
連
資
料
も
交

え
て
梅
津
氏
の
生
涯
を
浮
き
彫
り

に
し
ま
す
。

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
講
演
会

「調理場」1956

10/4～
10/25

10/4

イベントイベント

イベント

　

柔
ら
か
く
甘
い
音
色
と
響
き
を

持
つ
オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
古
部
賢
一

氏
と
、作
曲
家
・
武
満
徹
氏
よ
り

「
今
ま
で
に
聴
い
た
こ
と
が
な
い
よ

う
な
ギ
タ
リ
ス
ト
」と
評
さ
れ
た
、

鈴
木
大
介
氏
の
共
演
で
す
。

日
本
を
代
表
す
る
オ
ー
ボ

エ
奏
者
・
古
部
賢
一
さ
ん
へ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

オ
ー
ボ
エ
を
は
じ
め
た
き
っ

か
け
は
？

　

中
学
２
年
生
の
時
に
吹
奏
楽

部
に
入
部
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。そ
れ
ま
で
は
、学
校
と
塾
だ

け
の
生
活
だ
っ
た
の
が
反
抗
期
に

入
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
と
か
サ
ッ
ク
ス
と
か
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
か
っ
こ
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、空
き
が
無

く
て
オ
ー
ボ
エ
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。最
初
は
楽
譜
も
読
め
な
く
て

音
符
に
ひ
と
つ
ず
つ
振
り
仮
名
を

う
っ
て
の
練
習
で
し
た
。

　

オ
ー
ボ
エ
は
一
番
難
し
い
楽
器

と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て

い
ま
す
。リ
ー
ド
や
吹
き
口
の
部

分
が
木
管
楽
器
の
中
で
も
複
雑

で
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
変
で
す
。

　
　

な
ぜ
音
楽
家
を
目
指
す
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　

普
通
に
進
学
高
校
へ
進
み
、大

学
へ
入
っ
た
ら
学
校
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
入
部
し
よ
う
か
程
度
に

考
え
て
い
ま
し
た
。中
学
時
代
の

恩
師
が
音
楽
を
目
指
す
よ
う
に

進
め
て
く
れ
、両
親
ま
で
説
得
し

て
く
れ
て
芸
大
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
、高
校
２

年
の
後
半
か
ら
ピ
ア
ノ
や
音
楽

の
基
礎
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

妹
が
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
て
、両

親
も
音
楽
が
好
き
で
、い
つ
も
音

楽
が
あ
る
よ
う
な
家
庭
で
し
た

が
、音
楽
を
目
指
す
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

       
フ
リ
ー
タ
イ
ム
は
何
を
し
て

い
ま
す
か
？

　

活
字
中
毒
で
す
の
で
、読
書
。

実
益
を
兼
ね
て
料
理
も
。

　
　

お
客
さ
ま
へ
一
言

　

ど
な
た
も
目
か
ら
ウ
ロ
コ
を

落
と
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ギ

タ
ー
に
、オ
ー
ボ
エ
に
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
驚
い
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

10月の日程10月の日程

10月の休館日10月の休館日

古
部
賢
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

東
京
芸
術
大
学
在
学
中
に
新
日

本
フ
ィ
ル
首
席
奏
者
に
就
任
。共
演

し
た
故
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
、小
澤
征
爾

な
ど
多
く
の
名
匠
か
ら
高
い
評
価

と
薫
陶
を
受
け
て
い
る
。第
１０
回
出

光
音
楽
賞
受
賞
。東
京
音
楽
大
学

お
よ
び
昭
和
音
楽
大
学
非
常
勤
講

師
。兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管

弦
楽
団
で
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
・
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
演
奏
を
行
い
、メ
ン

バ
ー
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

鈴
木
大
介
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

マ
リ
ア
・
カ
ナ
ル
ス
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
第
三
位
、ア
レ
ッ
サ
ン
ド
リ

ア
市
国
際
ギ
タ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
優

勝
。「
カ
タ
ロ
ニ
ア
讃
歌
〜
鳥
の
歌

／
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
〜
」は
平
成

17
年
度
芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
。

洗
足
学
園
音
楽
大
学
客
員
教
授
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

GR
AN
D O
PE
N！10/4

オー
プン
記念
につ
き、
梅津
五郎
展が

10
/4に
限り
無料
！(
午前
９時
30
分～
午後
５時
）

10/4（日）   オーボエ・ギターデュオコン       
　　　　　 サート 
10/4（日）～25（日）　   
　　　　　梅津五郎展 
10/12（祝・月）   
　　　　　宮島達男先生講演会
10/17（土）～18（日）　
　　　　　白鷹西中吹奏楽部定期演奏会 
10/31（土）～11/3（祝・火）  　 
　　　　　白鷹町芸術祭

10月26日～30日、11月4日～9日は
展示替えのため、ギャラリーは
お休みとなります。

10/5(月)・13(火) ・19(月)・26(月)

▼
日
　

時
　

１０
月
１２
日（
祝
・
月
）

　
　
　
　
　

開
演
午
後
2
時
　

開
場
午
後
1
時
30
分 

▼
会
　

場
　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
あ
ゆ
ー
む
」

▼
講
　

師
　

宮
島
達
男
氏

▼
定
　

員
　

１
０
０
名 

▼
入
場
料
　

無
料

▼
申
込
方
法
　

氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
て
、電
話
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
　

程  

10
月
4
日（
日
）
　

午
後
３
時
開
演

▼
入
場
料    

　

一
般 

１
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下  

５
０
０
円 

　

全
席
自
由

※

未
就
学
児
の
入
場
は

　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

準
備
弐
号

に

●申込・問い合わせ（月～金曜：午前9時～午後５時）

TEL：0238-85-9071

TEL：0238-85-6146

〒992-0771 白鷹町大字鮎貝仮換地24街区1番
FAX：0238-85-9072

FAX：0238-85-2183

e-mail: shirataka@ayu-m.jp
あゆーむブログ:  http://samidare.jp/siraayu09/あゆーむホームページ： http://www.ayu-m.jp/

・白鷹町文化交流センター あゆーむ

・白鷹町教育委員会 文化交流センター係

（HPとメールアドレスを引っ越しました。）

あゆーむサポーター ひき続き募集中！あゆーむサポーター ひき続き募集中！

10
月
の
注
目
イ
ベ
ン
ト
特
集
！

い
よ
い
よ
目
前
に
迫
っ
た
10
月
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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学
非
常
勤
講

師
。兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管

弦
楽
団
で
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
・
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
演
奏
を
行
い
、メ
ン

バ
ー
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

鈴
木
大
介
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

マ
リ
ア
・
カ
ナ
ル
ス
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
第
三
位
、ア
レ
ッ
サ
ン
ド
リ

ア
市
国
際
ギ
タ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
優

勝
。「
カ
タ
ロ
ニ
ア
讃
歌
〜
鳥
の
歌

／
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
〜
」は
平
成

17
年
度
芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
。

洗
足
学
園
音
楽
大
学
客
員
教
授
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

GR
AN
D O
PE
N！10/4

オー
プン
記念
につ
き、
梅津
五郎
展が

10
/4に
限り
無料
！(
午前
９時
30
分～
午後
５時
）

10/4（日）   オーボエ・ギターデュオコン       
　　　　　 サート 
10/4（日）～25（日）　   
　　　　　梅津五郎展 
10/12（祝・月）   
　　　　　宮島達男先生講演会
10/17（土）～18（日）　
　　　　　白鷹西中吹奏楽部定期演奏会 
10/31（土）～11/3（祝・火）  　 
　　　　　白鷹町芸術祭

10月26日～30日、11月4日～9日は
展示替えのため、ギャラリーは
お休みとなります。

10/5(月)・13(火) ・19(月)・26(月)

▼
日
　

時
　

１０
月
１２
日（
祝
・
月
）

　
　
　
　
　

開
演
午
後
2
時
　

開
場
午
後
1
時
30
分 

▼
会
　

場
　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
あ
ゆ
ー
む
」

▼
講
　

師
　

宮
島
達
男
氏

▼
定
　

員
　

１
０
０
名 

▼
入
場
料
　

無
料

▼
申
込
方
法
　

氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
て
、電
話
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
　

程  

10
月
4
日（
日
）
　

午
後
３
時
開
演

▼
入
場
料    

　

一
般 

１
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下  

５
０
０
円 

　

全
席
自
由

※

未
就
学
児
の
入
場
は

　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

準
備
弐
号

に

●申込・問い合わせ（月～金曜：午前9時～午後５時）

TEL：0238-85-9071

TEL：0238-85-6146

〒992-0771 白鷹町大字鮎貝仮換地24街区1番
FAX：0238-85-9072

FAX：0238-85-2183

e-mail: shirataka@ayu-m.jp
あゆーむブログ:  http://samidare.jp/siraayu09/あゆーむホームページ： http://www.ayu-m.jp/

・白鷹町文化交流センター あゆーむ

・白鷹町教育委員会 文化交流センター係

（HPとメールアドレスを引っ越しました。）

あゆーむサポーター ひき続き募集中！あゆーむサポーター ひき続き募集中！

10
月
の
注
目
イ
ベ
ン
ト
特
集
！

い
よ
い
よ
目
前
に
迫
っ
た
10
月
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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白鷹町誕生55周年記念
地区対抗駅伝競走大会

　各地区から選抜された選手の力走に、温かいご声援をよろしくお願いします。
　毎年荒砥～大瀬中継所（図中　　　部）にて交通渋滞が発生しています。一般車両、付近住
民の皆さんへの迷惑となります。大会期間中はチーム関係車両、応援車両の通行を厳しく規制
します。交通渋滞の緩和と交通安全にご協力ください。

１０月１１日（日）雨天決行
　開会式　午前８時30分、スタート　午前９時30分、閉会式　午後１時頃

■問い合わせ　教育委員会生涯スポーツ係（☎85－6147）

区　間　及　び　距　離
区間 走者 距離 コース 通過予想時刻

1 小学生  1.3 役場前～神明町 9時 34 分

2 一般  4.1 神明町～鮎貝小～森合 9時 46 分

3 フリー  1.8 森合～赤坂～内町 9時 52 分

4 小学生  1.3 内町～鮎貝駅前 9時 56 分

5 女子  1.7 鮎貝駅前～東田尻～蚕桑地区公民館 10 時 03 分

6 フリー  3.9 蚕桑地区公民館～蚕桑小～権現堂～広野 10 時 15 分

7 女子  2.1 広野～旧国道287 ～東根小 10 時 23 分

8 中学男  2.8 東根小～旧国道287 ～役場前 10 時 34 分

9 一般  3.5 役場前～荒砥駅前～国道287 ～下山 10 時 48 分

10 一般  5.0 下山～佐野原～大瀬公民館 11 時 05 分

11 中学男  2.9 大瀬公民館～平田 11 時 17 分

12 フリー  3.6 平田～堀の内～中山公民館 11 時 31 分

13 一般  3.9 中山公民館～一本松～萩野 11 時 43 分

14 フリー  2.7 萩野～宝前町～よつば保育園 11 時 51 分

15 壮年  2.2 よつば保育園～荒砥駅前～役場前 11 時 58 分

計 42.8

地区対抗駅伝競走大会地区対抗駅伝競走大会地区対抗駅伝競走大会
10/11

（日）

今年の栄冠はどの地区に…
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いつ　10月24日（土）

　　　　午後６時～９時25分（午後５時30分開場）

どこで　パワーセンター白鷹

●定員２００人
●チケット（前売券）
　・中高生券　　　　　　   300円　
　・大人券　　　　　　　1,200円
　・親子券（中高生と親）1,300円
●入場整理券取り扱い
　教育委員会、中央公民館、各地区公民館
　パワーセンター白鷹
●主催　白鷹学講座企画委員会／白鷹町教育委員会
■問い合わせ　教育委員会生涯学習係（☎85－6147）

平成21年度白鷹学講座パート５

おすぎのシネマトーク＆映画上映会
上映作品

「世界最速のインディアン」

　主人公は、60歳を超えたニュージーラ
ンドの片田舎に住むおじいちゃん。夢
は、伝説のバイク「インディアン」で、
世界最速の記録を出すこと。レースに出
るため一人ではるばるアメリカに渡航。
会場に向かう珍道中と、スピード大会で
繰り広げられるユーモアあふれる人間ド
ラマ。主演は「ハンニバル」などの名優
アンソニー・パーキンス。実話をもとに
した感動の物語です。夢を追い続けるこ
との素晴らしさや、人生を楽しむコツが
随所にちりばめられています。

イラスト：Ｊ＆Ｍ

●開催日　10月３日（土）から７回（日曜日を中心に実施）
　　　　　（10月４・18・25 日、11 月１・８・15日）
●行　程　ＪＲ左沢駅（大江町）～宮宿（朝日町）～山形鉄
　　　　　道荒砥駅（白鷹町）までのミニツアー。街中歩き
　　　　　や、リンゴもぎ、歴史散歩まで盛りだくさんの内
　　　　　容です。
▼集　合　大江町（左沢駅）　午前１０時９分　着電車
▼解　散　白鷹町（荒砥駅）　午後２時３０分　発電車　

　　　

　最上川は私たちにとって大切な景観であり、資源です。特に白鷹から朝日、大江までは五百川峡
谷という、自然や歴史文化が豊かなエリアです。このエリアの隠れた地域資源の魅力をアピールし
ながら、観光交流を図ろうと、白鷹・朝日・大江広域観光推進協議会が主体となってモニターツアー
を企画しました。

◇参加料　お一人（大人・子ども問わず）　実費３，０００円（内訳：昼食、タクシー代、体験料）
◇参加申込受付開始　９月 16 日（水）から
◇参加申込受付時間　午前９時から午後４時まで（土日祝祭日を除く）
■問い合わせ・申込　産業振興課農村交流係　庄司（☎85 － 6126）
　※申込者の氏名（複数の場合も氏名は全員）、代表者住所、携帯番号をお聞きします。

（左沢～荒砥）
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★公共下水道

地区名 処理区域
内人数

加入
人数

未加入
人数 加入率

蚕　桑 1,207 697 510 57.7％

鮎　貝 2,581 2,142 439 83.0％

荒　砥 3,177 2,858 319 90.0％

十　王 1,151 1,023 128 88.9％

鷹　山 163 133 30 81.6％

東　根 1,214 883 331 72.7％

合　計 9,493 7,736 1,757 81.5％

★農業集落排水

地区名 処理区域
内人数

加入
人数

未加入
人数 加入率

西高玉 489 437 52 89.4％

浅　立 803 803 0 100.0％

合　計 1,292 1,240 52 96.0％

水道使用形態 下水道料金算定方法

　自家水道のみ
　（町水道以外の井戸水など）

　世帯人数 （認定水量） で下水道
料金を算定。

　上水道と自家水道の併用
　町水道使用量を基にした算定金
額と世帯人数 （認定水量） 算定
金額を比べ多い方。

◇公共下水道・農業集落排水の
　地区毎加入状況（平成 20年度末）

◇融資あっ旋及び利子補給制度の活用を

①水洗トイレなどの改造（新築は除く）に要する資
　金の融資をあっ旋します。
　▼限度額　　１２０万円
　▼償還期限　　６０カ月以内（元金均等償還）
②供用開始から３年以内の融資については、町がそ
　の利子の９割を補給します。
③供用開始から３年を超えた工事については、融資
　あっ旋のみとなります。（浄化槽については設置
　時期の改造資金）

◇下水道及び浄化槽を使うときの注意！

①生ゴミは流さない。

②食器の油はふき取ってから洗う。

③水洗トイレでは必ずトイレットペーパーを使用す

　る。（ティッシュペーパーは詰まります。）

④水洗トイレには生理用品、タバコなどは流さない。

⑤宅地内の汚水マスは、年２回は清掃を行う。（悪臭、

　詰まりを防ぎます。）

　自家水道（町上水道以外の井戸水な
ど）を使用しているご家庭の下水道料金
は、世帯人数（認定水量）により計算し
ています。町では、世帯人数を年２回（４
月１日、10月１日）確認していますが、
世帯人数が変更になった場合は、その都

◇浄化槽の町設置型の申請を受付けています。

　合併処理浄化槽の町設置型（工事分担金と使用料金をいた
だくことにより、町が浄化槽を設置・維持管理するもの。）
の申請を 12月末まで受付けています。
　詳しくはお問い合わせください。

◇自家水道使用家族の下水道使用料金について

■下水道・農業集落排水・浄化槽
　に関する問い合わせ
　建設水道課下水道係（☎ 85 － 6138）

度ご連絡をくださいますようお願いします。※毎月 20日とりまとめ、認定月の翌月使用（翌々月請求）分
から適用となります。

「
下
水
道　

地
球
を
守
る　

リ
サ
イ
ク
ル
」

　

町
で
は
、
下
水
道
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
全

町
に
下
水
道
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
度
末
で
は
、
公
共
下
水
道
加
入
者
は

７
７
３
６
人
、
農
業
集
落
排
水
１
２
４
０
人
、

合
併
浄
化
槽
１
９
３
６
人
、
合
計
１
０
９
３
６

人
の
排
水
の
処
理
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
町
民
１
６
１
２
０
人
の
67
・
７
％
で
あ
り
、

32
・
３
％
の
汚
水
が
処
理
さ
れ
ず
に
流
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
、
一
日
も

早
く
下
水
道
に
加
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

�
月
�
下
水
道
普
及
促
進
月
間
�
�

浅
立
光
穂
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
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　土地の異動や家屋の新築や増築、取り壊しなどに
ついては常々調査を行っていますが、調査漏れをな
くすため、次のような固定資産の異動がありました
ら、お手数ですが電話などでお知らせください。
　現地確認のうえ、手続きをさせていただきます。

　土　地
◆土地の現況（利用状況）が変わったとき
　＊田畑や原野を造成して、宅地や駐車場、資材置
　　き場にした場合

　家　屋
◆家屋（建物）に異動があったとき
　＊建物を新築、増改築した場合
　＊建物を取り壊した場合

☆次の（１）・（２）に該当する新築家屋（住宅用の
　家屋）は固定資産の減税が受けられます。
（１）新築家屋（住宅用の家屋）に対する減額
　新築家屋（住宅用の家屋）の床面積が50㎡以上280
　㎡以下のものは、120㎡相当部分の税額が初年
　度から３年間（マンションなど３階以上の中高層
　耐火構造住宅は、５年間）２分の１に軽減されま
　す。※都市計画税は減額されません。
（２）長期優良住宅に対する減額（創設）
　平成21年６月４日から平成22年３月31日までに、
　「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」に規

「固定資産の異動」について
お知らせください

　定する認定長期優良住宅を新築した場合、床面積
　が50㎡以上280㎡以下のものは、120㎡相当部分
　の税額が初年度から５年間（マンションなど３階
　以上の中高層耐火構造住宅は、７年間）２分の１
　に軽減されます。※都市計画税は減額されません。
　なお，前記の「新築家屋（住宅用の家屋）に対す
　る固定資産税の減額」との併用はできません。
＊要　件
●長期優良住宅の普及の促進に関する法律に規定す
　る認定長期優良住宅（劣化対策（100年程度使用
　維持できる構造）、耐震対策、維持管理の容易性、
　間取りの変更が可能な対策、バリアフリー性、省
　エネルギー性、維持保全計画などにおいて認定基
　準が定められています。）であること。
＊減税を受けるための手続き　
①置賜総合支庁建設部建築課へ長期優良住宅である
　ことを申請し「認定通知書」を受け取る。
②固定資産税の減額申告書と「認定通知書」を税務出
　納課へ提出する。（新築した翌年の1月31日まで）
＊その他
　店舗等と居宅を兼ねる併用住宅は、居住部分の床
　面積が２分の１以上を占めるものに限られ、店舗
　や事務所部分は減額の対象となりません。
☆次の①から③まで、改修に伴う固定資産の減税が
　受けられます。
　①省エネ改修工事
　②バリアフリー改修
　③耐震改修
◇詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ　
　税務出納課資産税係（☎85－6133）

【ふるさと奨学ローン】
　県内への就職促進のための教育ローンです。卒業
後、県内に就職･就業した場合は、それ以降の利子
に対して、元金２００万円を限度に県勤労者育成教
育基金協会から年 1.0％の利子補給を受けることが
できます。
▼使途　高校、短大、大学、各種専門学校等の学資
　金、住居・生活資金など。
▼融資限度額　最高１０００万円
▼特別金利（固定金利、保証料 0.5％含む）
　５年以内　　2.70％
　７年以内　　3.05％
　10 年以内　   3.35％
※随時受付を行いますが、特別金利は９月 30 日（水）
　までに実行するものが対象となります。
▼融資期間　10 年以内（在学中は元金据置きがで
　きます。）

【生活応援ローン】
　町と労働金庫が協力して低利で融資する制度で
す。自動車購入、教育資金、医療費など、生活資金
全般に利用できます。
▼対象者　会社や商店に１年以上勤め、労働組合が
　ない、または職場に融資制度のないかた。
▼融資額　１５０万円以内
▼金利　年 2.0％（固定金利・保証料別）
▼融資期間　７年以内
▼保証料　年 0.3％（県労信協の保証）
※町の保証料補給制度があります。
※白鷹町勤労者互助会会員は、町より年 1.0％の利
　子補給があります。
■申込・問い合わせ　
　東北労働金庫長井支店（☎ 84 － 1100）
　産業振興課商工振興係（☎ 85 － 6136）

町提携の融資制度のごあんない
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鮎
�
満
載
�
�
�
�
�
�
味

�

�
�
御
膳
発
表
会

　８月５日、農村環境保全指導員（五十嵐
悦子さん）主催による雑穀料理講習会が行
われました。農村環境保全指導員とは、交
流活動を通して地域が元気になるための支
援を行う役職のことで、県内各市町村に１
名ずつ配置されています。今回は、小国町
の田沢頭かあちゃん ʻS を講師に、高きび
や黒米を使った雑穀料理の調理実習が行わ
れ、参加者たちは講師のかたがたとの交流
を深め、熱心に調理法を学んでいました。

　８月31日、あゆ茶屋で、今年で８回目と
なるあゆ御膳の発表会が行われ、約60人の
かたが参加しました。今年の目玉料理は、
「鮎梨包み揚げ」。スライスした梨を鮎で
包み揚げたものですが、参加者は、「梨の
シャキシャキ感はそのままで、川魚が苦手
な人でも食べられそう」と話していました。
町内４店舗で食べることができるあゆ御膳
は10月いっぱいまで販売します。ぜひ一度
ご賞味ください。

交
流
深
�
�
調
理
法
�
�
�
�
�

�

雑
穀
料
理
講
習
会

可
憐�

�

�
咲
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
開
催

　８月９日、山口地区内で「はすまつり」
が行われました。常福院の平田住職が25年
ほど前に新潟から取り寄せ植え始めたのが
きっかけで、現在では約30種類の鑑賞用の
蓮
はす

が栽培されています。当日は約20人が参
加し、蓮畑の中で演奏される太鼓や笛の音
色に耳を傾けました。また、蓮の茎には通
気のための穴が開いており、葉に酒を注ぎ
茎から飲むという変わった飲み方などが楽
しまれました。

　8月19日、スピカ・エーコープしらたか・
どりいむ農園直売所前で食育について広く
知っていただこうと、街頭啓発が行われま
した。
　健康づくり推進員連絡協議会では「食育」
をテーマに各年代に対して様々な活動を展
開しています。この日は、食育の日を PR
するチラシを配布し、買い物客に食育の大
切さについて呼びかけました。毎月19日
は家族そろって食事をしましょう。

毎
月
19
日
��
食
育
�
日
�

�

健
康
�
�
�
推
進
員
�
啓
発
活
動

　

８
月
23
日
、
山
口
公
民
館
で
普

通
救
命
講
習
会
が
行
わ
れ
、
23
人

が
受
講
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
白
鷹
分
署
の
佐
藤
救

急
救
命
士
か
ら
、
応
急
手
当
の
必

要
性
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
使
用
す
る
場
合
の
注

意
点
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
実
際
に
人
形
を
使
っ
た

訓
練
で
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

押
す
強
さ
や
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を

体
感
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
心

肺
蘇
生
は
想
像
以
上
に
体
力
を
消

耗
し
ま
す
が
、
大
変
有
意
義
な
講

習
会
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
講
習
会
は
昨
年
に
続
き
山

口
地
区
自
主
防
災
会
が
企
画
し
、

23
人
の
受
講
者
全
員
に
普
通
救
命

講
習
修
了
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

普
通
救
命
講
習
会
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変
�
�
�
�
平
和
�
�
思
�

�

白
鷹
町
平
和
祈
念
事
業

　８月26日、東根小学校の４年生13人が、
水利施設「諏訪堰」について学びました。
諏訪堰土地改良区が土地改良事業推進活動
の一環として、子どもたちに施設の役割や
生活とのかかわり、歴史について知る機会
にしてほしいと毎年東根小学校の児童を対
象に開催しています。長井市にある諏訪堰
頭首工の見学では、はじめは頭首工の高さ
におびえる子どもたちもいましたが、水や
施設の大切さを再発見した様子でした。

　８月15日、役場前で平和祈念事業が行わ
れました。終戦の日にあたり、未来の平和
を願い誓いを新たにしようというものです。
今年成人式を迎えた小口政則さん（十王）
と齋藤敦美さん（鮎貝）が平和都市宣言を
読み上げ、献花と折り鶴献呈が行われまし
た。終戦から60余年が経過し、戦争の悲惨
さを知る人が少なくなる中、この事業を通
して平和に対する思いを再確認していかな
ければなりません。

水
�
大
切
�
�
感
謝
�
�
�

�

諏�

訪�

堰�

�

土
地
改
良
区
施
設
�
�
�

　

８
月
15
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
平
成
21
年
度
成
人
式
が
行
わ

れ
、
２
１
４
人
の
若
者
が
新
成
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
白
鷹
以
外
の
地
区
に

進
学
・
就
職
し
た
仲
間
な
ど
、
久

し
ぶ
り
の
顔
が
集
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
式
の
前
か

ら
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

式
が
始
ま
る
と
、
来
賓
の
か
た

が
た
の
ご
祝
辞
に
真
剣
な
面
持
ち

で
聴
き
入
り
、
新
成
人
と
し
て
の

心
構
え
を
新
た
に
し
て
い
る
様
子

で
し
た
。
新
成
人
を
代
表
し
て
鈴

木
智
之
さ
ん
（
鷹
山
）
に
町
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
菊
地
良
太
さ

ん
（
荒
砥
）
が
「
成
人
し
た
こ
と

を
自
覚
し
、生
命
の
重
さ
を
尊
び
、

社
会
人
と
し
て
立
派
に
生
き
ぬ
く

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
町
の
獅
子
舞
を
継

承
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

文
化
継
承
団
体
「
獅し

伝で
ん

」
の
か
た

が
た
か
ら
、
新
成
人
に
向
け
て
祝

い
の
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

実
行
委
員
会
主
催
の
成
人
祭
で

は
、
中
学
時
代
の
恩
師
を
お
招
き

し
、
久
し
ぶ
り
に
先
生
と
生
徒
に

戻
り
再
会
を
喜
び
合
い
、
記
念
撮

影
な
ど
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の

実
行
委
員
32
人
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
２
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
準
備
さ

れ
、
当
日
も
受
付
や
運
営
な
ど
裏

方
に
回
り
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
の
力
に
よ
り
、
例
年
よ
り

も
参
加
率
が
高
く
（
１
８
６
人
出

席
）、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た

成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

平

●

成

●

生

●

ま

●

�

●

の
若
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

平
成
21
年
度
成
人
式
開
催

祝

祝
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白
鷹
町
初
の
県
学
童
水
泳

優
秀
選
手
誕
生
！

（
東
根
小
児
童
大
活
躍
）

　

８
月
23
日
、
山
形
市
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
外
プ
ー
ル
で

第
34
回
山
形
県
学
童
水
泳
記
録
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
定
の
記
録
を
突
破
し
た
選
手

だ
け
が
出
場
で
き
る
こ
の
記
録
会

で
、東
根
小
学
校
の
児
童
５
人
が
、

出
場
し
た
す
べ
て
の
種
目
で
ベ
ス

ト
タ
イ
ム
を
出
し
、
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

男
子
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ
で
青
木

順
一
君
（
６
年
）
が
優
勝
し
、
出

場
し
た
選
手
の
中
で
優
秀
選
手
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
、横
浜
市
で
第
38
回

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
が
行
わ

れ
、西
置
賜
行
政
組
合
本
部
チ
ー

ム
が
全
国
第
３
位
の
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

西
置
賜
チ
ー
ム
は
、川
村
龍
介

リ
ー
ダ
ー
（
消
防
副
士
長
）の
も

と
、白
鷹
町
出
身
の
安
部
智と

も

勝の
り

さ

ん
（
下
山
）、小
林
浩
さ
ん
（
荒
砥

乙
）を
含
む
５
人
１
組
（
補
助
者

１
名
を
含
む
）の
「
障
害
突
破
」と

い
う
種
目
に
出
場
。県
大
会
・
東

北
大
会
を
優
勝
で
勝
ち
進
み
、全

国
大
会
に
は
、各
地
区
か
ら
選
抜

さ
れ
た
22
チ
ー
ム
が
集
結
、全
体

の
３
番
目
の
タ
イ
ム
を
マ
ー
ク
し

ま
し
た
。

　

西
置
賜
行
政
組
合
本
部
で
は
、

「
障
害
突
破
」種
目
に
平
成
12
年
の

県
大
会
か
ら
出
場
し
、そ
の
間
惜

し
い
と
こ
ろ
で
全
国
大
会
出
場
を

逃
す
な
ど
、こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、初
出
場
か
ら
10
年
目
の
節

目
の
年
に
悲
願
達
成
と
な
り
ま
し

た
。

　

４
月
の
チ
ー
ム
結
成
以
降
、業

務
終
了
後
に
訓
練
を
繰
り
返
し
て

き
た
成
果
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。わ
た
し
た
ち
の
住
む
地

域
に
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
消
防

士
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
頼
も
し

い
限
り
で
す
。

　

今
後
も
訓
練
を
重
ね
、住
民
が

安
全
で
安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
、活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。こ
の
た
び
の
活
躍
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
西
置
賜
チ
ー
ム
の
模
範
訓
練

は
、９
月
13
日
に
開
催
さ
れ
る「
防

災
フ
ェ
ス
タ
」（
会
場　

西
置
賜
防

災
セ
ン
タ
ー
）で
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
男
子
50
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

の
出
場
し
た
紺
野
蒼あ

お

天ぞ
ら

君（
６
年
）

と
男
子
２
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
が
２
位
、
女
子
１
０
０
㍍
平

泳
ぎ
の
菊
地
遥
さ
ん
（
５
年
）
が

６
位
に
入
り
ま
し
た
。

　

優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
青
木
君

は
、「
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果

が
発
揮
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

い
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
出
場
し
た
東
根
小
の
ほ
と

ん
ど
の
選
手
は
、
長
井
ス
イ
ミ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
日
ご
ろ
か
ら
練
習

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

※
町
出
身
者
で
、
優
秀
選
手
に
選

ば
れ
る
の
は
青
木
君
が
初
め
て
と

な
る
そ
う
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。後列左から、メドレーリレーに出場した

鈴木皓
こう

大
すけ

君（５年）、梅津宏紀君（６年）
前列左から、紺野蒼天君、青木順一君、
菊地遥さん

10
年
目
の
悲
願
つ
い
に
！

西
置
賜
行
政
組
合
本
部
チ
ー
ム
が
全
国
第
３
位

「障害突破」訓練とは…
　４人が協力して「乗り越える・登る・渡る・
降りる・濃煙を通過する」という基本動作に
より５つの障害を突破するもの。
　災害現場を想定し、いかなる状況下でも体
力的、精神的に屈することなく対応すること
を目的とした訓練。

安部智勝さん（左）と小林浩さん

▲「渡　る」「乗り越える」

▲
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第
12
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
・

　
　
　

第
34
回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
結
果

　

去
る
８
月
２
日
、
蔵
王
高
原
坊

平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
に

お
い
て
、
第
12
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ

ア
駅
伝
競
走
大
会
・
第
34
回
蔵
王

坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
２
カ
月
間
に
及
ぶ
練
習
会
。

初
回
に
、
大
会
に
向
け
て
一
人
ひ

と
り
が
目
標
を
掲
げ
、
毎
回
の
練

習
の
終
わ
り
に
は
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
に
そ
の
日
の
練
習
内
容
や
次
回

の
課
題
を
記
入
す
る
と
い
う
取
組

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
前
向
き
に

自
分
と
向
き
合
い
、
そ
し
て
白
鷹

町
チ
ー
ム
全
員
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
て
、

学
業
、
部
活
動
、
学
校
行
事
な
ど

と
練
習
会
を
両
立
し
て
き
た
そ
の

姿
に
は
、
本
当
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
努
力
の
結
果
を
発
表
す
る

晴
れ
舞
台
、
白
鷹
町
チ
ー
ム
、
選

手
30
人
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の

役
割
を
果
た
し
、
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ひ
と
夏
の
経
験
を
通
し
て

得
た
も
の
、
感
じ
た
も
の
を
今
後

の
活
動
に
生
か
し
、
さ
ら
に
飛
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

●
男
子
・
第
12
位
（
47
分
09
秒
）

１
区　

高
野　

光
（
西　

中
３
年
）

　
　
　
　
　
　

☆
区
間
第
７
位

２
区　

竹
田
裕
道
（
鷹
山
小
６
年
）

３
区　

佐
藤
剛
士
（
西　

中
３
年
）

４
区　

高
野　

翼
（
鮎
貝
小
６
年
）

５
区　

遠
藤
史
也
（
西　

中
３
年
）

●
女
子
・
第
20
位
（
55
分
08
秒
）

１
区　

広
川
夕
季
（
東　

中
１
年
）

２
区　

梅
津
桐
里
（
東
根
小
６
年
）

３
区　

岡
部　

楓
（
西　

中
３
年
）

４
区　

梅
津
香
穂
（
東
根
小
６
年
）

５
区　

大
滝
碧
菜
（
西　

中
１
年
）

蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

●
小
学
生
男
子
２
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
１
６
７
人
）

　

小
方　

和
馬
（
荒
砥
小
６
年
）

　

小
形　

駿
一
（
東
根
小
６
年
）

　

赤
間　

建
介
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

海
老
名
大
陸
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

高
橋　

拓
夢
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

鈴
木　

皓
大
（
東
根
小
５
年
）

　

吉
田　

桐
麻
（
鷹
山
小
５
年
）

　

五
十
嶺
寅
亮
（
荒
砥
小
６
年
）

　

小
林
幸
太
郎
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

羽
田　
　

崚
（
鮎
貝
小
６
年
）

　
●
小
学
生
女
子
２
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
１
６
７
人
）

　

青
木　

菜
々
（
荒
砥
小
４
年
）

　

齋
藤　
　

恵
（
鷹
山
小
６
年
）

　

大
類
さ
く
ら
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

大
貫　

桃
子
（
荒
砥
小
６
年
）

　

大
嶋
恵
利
歌
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

高
橋
絵
理
菜
（
荒
砥
小
６
年
）

　

横
山
れ
の
ん
（
荒
砥
小
５
年
）

　

五
十
嵐
千
華
（
蚕
桑
小
５
年
）

●
中
学
生
男
子
３
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
１
９
５
人
）

　

押
切　

啓
介
（
東
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　

☆
第
９
位

　

白
田　
　

匠
（
西
中
１
年
）

　

白
田　
　

光
（
西
中
２
年
）

第
24
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
結
果

　
　
　

８
月
４
日
～
５
日

　
　
　

白
鷹
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

【
一
般
男
子
の
部
】

第
１
位　

桜
館
エ
リ
ー
ズ（
鮎
貝
）

第
２
位　

ミ
ラ
ク
ル
（
蚕
桑
）

第
３
位　

チ
ー
ム
シ
ッ
ク
ス（
十
王
）

【
一
般
女
子
の
部
】

第
１
位　

蚕
桑
・
鷹
山
女
子

第
２
位　

荒
砥
女
子

【 

壮
年
の
部 

】

第
１
位　

西
中
ソ
フ
ト
部
保
護
者
会

第
２
位　

鮎
貝
Ａ

第
３
位　

白
鷹
エ
ン
ゼ
ル
ス

第
32
回
白
鷹
町
勤
労
者
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果 

　
　
　

８
月
25
日
～
27
日 

　

町
内
の
職
場
12
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

第
１
位　

白
鷹
町
役
場 

第
２
位　

ヤ
マ
ラ
ク
運
輸
㈱ 

第
３
位　

白
鷹
陽
光
学
園 



　
町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、
町民の皆さん（65歳以上のかた）を対象に、元気ニコニコ21アンケートを実施しました。
〔元気ニコニコ21アンケート〕
問「悩みを相談できる人、機関、機会がありますか。」
　答　①ある　②ない　③記入なし
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“元気ニコニコしらたか21” を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ
しらたか21

元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画
白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
　素敵に年を重ねる高齢期の健康づくり　～素敵に年を重ねるためには
　○充実した元気な暮らし　　このようなことを目指します。
　そのためには　
　□趣味を家族や仲間と一緒に楽しみ、リフレッシュすることができる
　□目的を持って暮らすことができる　　ことが大切です。

　“充実した元気な暮らし”とは

　☆趣味を生かして仕事をしている　☆仲間と楽しく対話、交流している
　☆家族と趣味や旅行などを楽しんでいる　こんな暮らしのことです。

健康のひろば健康のひろば

中間評価

悩みを相談できる人、
機関、機会のある人
が減っています！
　目指そう！目標値

平成 15 年
平成 22 年目標

平成 20 年

人 ％ 人 ％

①ある 70　 64.2%
　「①ある」の比率

を 75.0％にする。

51　 55.5%

②ない 26　 23.9% 28　 30.4%

③記入なし 13　 11.9% 13　 14.1%
計 109　 100.0% 92　 100.0%

　高齢者のかたとご家族のかたがたに、安心して暮ら
していただくために、下記ような相談機関があります。
◇相談は無料です。　◇電話や来所でご相談ください。
◇秘密は固く守ります。◇匿名でも結構です。

▼山形県高齢者総合相談センター（シルバー 110 番）
　山形県小白川庁舎内１階（☎ 023 － 622 － 6511）
　※一般相談～心配ごと、日常の健康管理など
　※専門相談～法律相談、税金相談、認知症相談

▼白鷹町社会福祉協議会
　白鷹町健康福祉センター内　（☎ 86 － 0150）
　※老人クラブ、ふれあいいきいきサロンなど
　※困りごと相談など

◇障害や生活困難などの相談は・・・
　健康福祉課福祉係へ　　　　（☎ 86 － 0111）
◇介護等の相談は・・・
　健康福祉課地域包括支援センター係へ
　　　　　　　　　　　　　　（☎ 86 － 0112）
◇健康相談などは・・・
　健康福祉課健康推進係へ　　（☎ 86 － 0210）

�
国
民
生
活
�
関
�
�
世
論
調
査
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
常
生
活
で
の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て

�

�
不
安
を
感
�
て
い
る
�
人
の
割
合
は
�
�
�
�
年
代
半
�
か
�
徐
�
に
増
加
を
続
け
、

平
成
21
年
�
は
約
�
割
の
か
た
が
�
悩
�
�
不
安
を
感
�
て
い
る
�
と
答
�
て
い
ま
す
。
性

別
�
年
齢
別
に
見
る
と
、
�
悩
�
�
不
安
を
感
�
て
い
る
�
と
答
�
た
か
た
の
割
合
は
男
性

の
50
歳
代
、
女
性
の
40
歳
代
、
50
歳
代
が
�
�
�
�
�
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

�

具
体
的
な
悩
�
�
不
安
の
内
容
は
次
の
よ
�
な
順
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
�

第
�
位�

老
後
の
生
活
設
計
に
�
い
て

�
�

第
�
位�

自
分
の
健
康
に
�
い
て

�
�

第
�
位�

今
後
の
収
入
�
資
産
の
見
通
し
に
�
い
て

�
�

第
�
位�

家
族
の
健
康
に
�
い
て

�
悩
�
�
不
安
を
感
�
て
い
な
い
�
と
答
�
た
か
た
の
割
合
は
、年
齢
別
�
見
る
と
、20
歳
代
、

70
歳
代
以
上
�
�
�
�
�
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

悩むより、まず相談してください !



支出日 区分 支出額 ( 円 ) 内　　　　容

8 月 10 日 香典 10,000 香典

8 月 10 日 香典 14,175 弔慰生花

8 月 11 日 御祝 3,200 十王夏祭

8 月 13 日 御祝 3,200 萩野夏祭

8 月 14 日 御祝 3,000 山酪青年部白鷹支部
夏季研修会

8 月 14 日 御祝 3,100 八乙女八幡神社例大祭

8 月 27 日 献花 15,000 弔慰生花

8 月 27 日 贈答品 3,000 町重要事業要望

8 月 28 日 御祝 3,000 お蚕姫コンサート

計 57,675 

町
�
の
ご
寄
付
�
り
が
と
�
ご
�
い
ま
す
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８月の町長交際費

平成21年８月に支出された町長交際費についてお知らせ
します。
■問い合わせ　総務課総務係（☎85－6120）

―

認
知
症
を
知
る
・
理
解
す

る
た
�
に
ー

�
�

�
四
つ
の
ス
テ
�
�
�

　

前
回
に
続
い
て
、
介
護
す
る
家

族
が
認
知
症
を
受
け
止
め
る
ま
で

の
道
の
り
﹃
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
﹄

を
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

■
第
�
�
�
�
�

�
�

受�

容

　

認
知
症
の
人
へ
の
理
解
が
深
ま

り
、
あ
る
が
ま
ま
に
家
族
の
一
員

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
が
こ
の
「
受
容
」
の
ス
テ

ッ
プ
で
す
。

　

第
一
や
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、

家
族
は
認
知
症
の
人
が
「
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
」
や
「
異
常
な
言

動
」
ば
か
り
見
て
し
ま
い
ま
す
が
、

第
四
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
と
「
ま
だ

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を

喜
び
、
認
知
症
の
人
の
良
い
と
こ

ろ
を
見
て
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
者
に
と
っ
て
、
認
知
症
の

人
の
症
状
は
質
的
に
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
第
一
の
ス
テ
ッ
プ
で
は

「
奇
妙
で
縁
遠
い
も
の
」、
第
二

の
ス
テ
ッ
プ
で
は
「
異
常
で
困
惑

さ
せ
ら
れ
る
行
動
の
連
続
」、
よ

う
や
く
第
三
の
ス
テ
ッ
プ
の
段
階

で
「
年
を
と
っ
て
き
て
の
や
む
を

え
な
い
現
象
」
と
し
て
と
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
第
四

の
ス
テ
ッ
プ
で
は
「
自
分
も
い
つ

か
認
知
症
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、
一

生
懸
命
介
護
し
て
あ
げ
た
い
」
と

言
え
る
ほ
ど
に
、
認
知
症
へ
の
理

解
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

�

認
知
症
は
、
す
�
に
受
け

入
�
�
�
る
�
�
簡
単
な
病

気
�
は
あ
り
ま
�
�
。
�
も
、

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
て

進
�
�
い
け
�
、
き
っ
と
答

�
は
見
�
か
る
は
ず
�
す
。

第１ステップ
とまどい・否定

第２ステップ
混乱・怒り・拒絶

第３ステップ
割り切り、また

はあきらめ

第４ステップ
受　容

理解するための四つのステップ

●
荒
砥
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
　
　
　

関
東
支
部　

様

　

荒
砥
高
等
学
校
関
東
支
部
（
支

部
長　

菅
原
博
）
様
よ
り
、
現
金

２
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
福
祉
施
策
推
進
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
奥
山
建
設
株
式
会
社　

様

（
所
在
地　

東
京
都
西
東
京
市
）

　

奥
山
建
設
株
式
会
社
（
取
締
役

会
長　

奥
山
富
雄
）
様
よ
り
、
現

金
５
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
福
祉
施
策
推
進
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
�
の
ご
寄
付
�
り
が
と
�
ご
�
い
ま
す

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

　

認
知
症
の
介
護
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
は
様
々
で
す
。
認
知
症
の

人
を
介
護
し
て
い
る
か
た
が
集

ま
っ
て
話
し
合
う
会
を
開
催
し
ま

す
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

９
月
24
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
ま
で

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

認
知
症
の
人
と
家
族

の
か
た
、
介
護
者
の
か
た
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）
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　年長児ではさつまいもを作ることに

なり、どんな料理で食べたいかを話し

合うと…

「なっとうみたいにベタベタしてゴマ

が入ってるやつ！！」

大学芋のことかな？

収穫はまだですが、きっと美味しい大

学芋ができるんだろうなぁ。楽しみ♪

佳
作　

鈴
つ
け
て
突
然
あ
わ
ぬ
よ
う
に
す
る　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち　

〃　
　

オ
レ
オ
レ
と
突
然
電
話
肝
ひ
や
し　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

曲
が
り
角
あ
わ
や
寸
前
難
の
が
れ　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

突
然
の
訃ふ

報ほ
う

に
接
し
我
忘
れ　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

雷
が
突
然
襲
う
夏
の
午
後　
　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

真
っ
直
ぐ
生
き
て
突
然
吹
き
矢
飛
ぶ　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

政
治
論
突
如
ブ
レ
出
し
右
左　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

一
廻
り
若
い
友
逝
く
突
然
に　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

突
然
の
子
の
吉
報
に
涙
ぐ
む　
　
　
　
　

小
山
沢　

安
達
よ
し
ゑ

〃　
　

突
然
の
受
賞
戸
惑
う
孫
の
顔　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

突
然
の
電
話
オ
レ
オ
レ
意
味
不
明　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

突
然
の
電
話
で
夢
が
破
ら
れ
る　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

秀
逸　

突
然
の
子
供
の
便
り
金
頼
む　
　
　
　
　

鮎　

貝　

増
田　

栄
子

〃　
　

一
瞬
の
隙
を
突
か
れ
て
四
苦
八
苦　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

突
然
の
話
娘
は
赤
く
な
り　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

突
然
の
嬉
し
い
誘
い
茸
採
り　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

婚
約
が
突
然
き
ま
り
娘
が
嫁
ぐ　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

突
然
の
雨
が
私
を
か
え
る
朝　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

新
品
の
帽
子
突
然
風
に
舞
う　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

習
い
事
あ
る
日
突
然
う
ま
く
な
り　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

突
然
の
リ
ス
ト
ラ
闘
う
旗
が
な
い　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

突
然
の
お
客
に
孫
の
オ
ヤ
ツ
出
す　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

五
客　

突
然
の
告
白
思
わ
ず
ハ
イ
と
言
う　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

突
然
の
珍
客
が
来
る
深
呼
吸　
　
　
　
　

畔　

藤　

大
木
つ
る
ゑ

〃　
　

突
然
の
愛
を
貫
き
五
十
年　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

名
案
が
浮
か
ば
ぬ
前
に
指
名
さ
れ　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

突
然
の
出
会
い
が
結
ぶ
夫
婦
縁　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

人
位　

予
告
な
く
山
が
崩
れ
て
人
を
呑
む　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

地
位　

突
然
の
出
費
戸
惑
う
日
曜
日　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

天
位　

天
災
は
突
然
テ
ロ
の
よ
う
に
来
る　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

軸　
　

突
然
に
戦
陣
訓
が
口
を
つ
く　
　
　
　
　
　

克　

二　
　

　

次
回　

「
や
ん
わ
り
」
九
月
末
ま
で
。「
介
護
」
十
月
末
ま
で

　

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　　
　

突
然　
　
　

菊
地　

克
二　

選

「さつまいも」 よつば保育園「野菜作り」

　野菜作りに挑戦した子どもたち。

　３歳児はトマトを収穫。「あ！おひ

　さまの味がする！！」

　とっても美味しいトマトができま

　した。

長井白鷹建設組合

　８月 20 日、長井白鷹建設組合（八木両二組
合長）による学校施設修繕のボランティアが、
町内５つの小・中学校で実施されました。
　学校ごとに４人から 12 人のグループにわか
れ、安全手

て

摺
すり

や絵画展示用のレールを取り付
けたり、案内板のはがれ・ドアや窓の金具の修
理などを実施しました。大工さんなど 20 職種
３６０人で構成される同組合では、子どもたち

が安心して学校で
学 べ る よ う、 様 々
な職種の技術をい
かした施設修繕の
ボランティア活動
を毎年実施してお
り、今年で 13 年目
となります。

　白鷹ライオンズクラブ

　８月 27 日、白鷹ライオンズクラブ（清野國
夫会長）が、あゆかい保育園でボランティア活
動を行いました。今回は 24 人のクラブ員が参
加し、子どもたちが楽しく安全に遊べるように、
保育園の園庭にあるブランコやすべり台などの
遊具のさび取り・下塗り・本塗装と、草刈り作
業を行いました。生まれ変わった遊具を見て、
子どもたちは目を丸くして喜び、楽しそうに遊
んでいました。
　 同 ク ラ ブ は、 自
動車整備や建設業
などさまざまな職
種、年齢層のかたが
た 35 人で構成され
ており、毎年ボラン
ティア活動を行っ
ています。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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催　し

最
上
川
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
看

板
・
ベ
ン
チ
設
置
記
念
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

あ
ゆ
祭
り
開
催
に
合
わ
せ
て
、

最
上
川
フ
ッ
ト
パ
ス
な
ど
の
ビ
ュ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

９
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

あ
ゆ
茶
屋

▼
定
員　

20
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

▼
行
程　

最
上
川
橋
梁
（
荒
砥
鉄

橋
）
～
フ
ッ
ト
パ
ス
～
あ
ゆ
茶
屋

※
荒
砥
鉄
橋
で
白
鷹
太
鼓
の
演
奏

▼
参
加
料　

無
料

▼
特
典　

参
加
者
に
、
パ
レ
ス
松

風
入
浴
券
と
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
最

上
川
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
広
報
担
当　

加
藤
（
☎
０

８
０

－

５
４
９
０

－

２
６
１
５
）

第
10
回
地
域
生
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
in
お
き
た
ま

　

障
が
い
の
あ
る
か
た
が
地
域
で

「
は
た
ら
く
・
く
ら
す
」
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

９
月
27
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
９
時
30
分
～　

　

開
会　

午
前
10
時
～

▼
ど
こ
で　

タ
ス
・
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▼
費
用　

参
加
料
無
料
、
昼
食
代

１
０
０
０
円
（
希
望
者
の
み
）

▼
内
容　

前
野
哲
哉
氏
（
厚
生
労

働
省
障
害
福
祉
課
就
労
支
援
専
門

官
）
の
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
お
き
た
ま
（
☎
88

－

５
３
５

７
）

救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９

▼
い
つ　

９
月
12
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
米
沢
市
）

▼
内
容

○
講
演
「
も
し
、
あ
な
た
が
大
震

災
に
あ
っ
た
ら
～
実
際
の
現
場
を

ふ
ま
え
て
～
」

○
講
演
「
い
ろ
い
ろ
な
事
故
で
ケ

ガ
し
な
い
た
め
に
」

○
救
急
寸
劇
、
乳
児
の
心
肺
蘇
生

法
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
保

健
企
画
課
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
８
７
２
）

２
０
０
９
「
や
ま
が
た
産
業

・
企
業
・
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

　

県
内
外
に
進
学
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
県
内
企
業
へ
の
就
職
を
支
援
す

る
た
め
に
、
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

東
京
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
５
階

▼
参
加
対
象　

こ
れ
か
ら
就
職
活

動
時
期
を
迎
え
る
大
学
３
年
生
、

短
大
生
、
専
門
学
校
生
（
将
来
の

た
め
に
企
業
研
究
を
し
た
い
１
・

２
年
生
も
参
加
で
き
ま
す
。）

▼
内
容　

企
業
ブ
ー
ス
ご
と
の
製

品
展
示
、
企
業
説
明
、
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

※
山
形
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
参

加
企
業
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
雇
用
労

政
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２

７
１
１
）

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
い
つ　

９
月
27
日
（
日
）
午
前

６
時
30
分
～
９
時
30
分
（
午
前
５

時
45
分
集
合
）

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
前
（
乗
合
い
で
源
流
の
森
へ
）

▼
コ
ー
ス　

白
川
ダ
ム
湖
畔
コ
ー
ス

▼
内
容　

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
林
間
歩

道
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。
湖
畔

の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
冷
た
い

飯
豊
山
の
伏
流
水
を
味
わ
い
ま
す
。

＊
申
込
み
不
要
。
当
日
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　

雨
具
・
軽
食

▼
次
回
開
催
10
月
18
日
（
日
）
白

鷹
山
縦
走
コ
ー
ス
を
予
定

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
・
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係（
☎
86

－

０
２
１
０
）

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

▼
い
つ　

10
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

▼
ど
こ
で　

最
上
川
河
川
緑
地
公

園
（
長
井
橋
下
）

▼
内
容　

①
訓
練
士
に
よ
る
愛
犬
の
し
つ
け

　

方
教
室
及
び
し
つ
け
相
談

②
獣
医
師
に
よ
る
愛
犬
の
健
康
相
談

③
ト
リ
マ
ー
に
よ
る
愛
犬
の
お
手

　

入
れ
相
談

▼
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
１
頭

あ
た
り
）

▼
参
加
要
件

○
生
後
４
カ
月
以
上
で
、
日
本
犬

　

は
１
歳
ま
で
、
そ
の
ほ
か
は
３

　

歳
ま
で
の
犬

○
登
録
さ
れ
て
お
り
、
過
去
１
年

　

以
内
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て

　

い
る
こ
と

○
ほ
か
の
犬
や
人
に
咬か

み
付
く
癖

　

が
な
い
こ
と

▼
参
加
頭
数　

45
頭

▼
締
め
切
り　

９
月
25
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

愛
犬
し

つ
け
方
教
室
事
務
局
・
置
賜
保
健

所
生
活
衛
生
課
内
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
５
０
）

●
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て　

▼
い
つ　

９
月
24
日
（
木
）　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室
▼
講
演　

「
心
の
芯
か
ら

元
気
に
な
る
方
法
」
▼
講
師　

山
形
県
立
保
健
医
療
大
学
教
授　

佐
竹
真
次
氏
（
貝
生
地
区
出
身
）
■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

募　集

元
気
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ま
つ
り

「
げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
い
つ　

11
月
８
日(

日
）

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
と
部
門
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号
に
よ
る
、
兵
庫
県
災
害
及
び
岡

山
県
大
雨
災
害
の
義
援
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
災
害
義
援
金
は
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住
民

税
の
寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の
全

額
損
金
算
入
）
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

▼
受
付
期
間　

○
「
兵
庫
県
災
害
義
援
金
」

　
　

９
月
30
日
（
水
）
ま
で

○
「
岡
山
県
大
雨
災
害
義
援
金
」

　
　

９
月
16
日
（
水
）
ま
で

▼
受
付
場
所　

日
本
赤
十
字
白
鷹

町
分
区（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を

実
施
し
ま
す

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
交
通
事

故
が
多
発
す
る
こ
と
か
ら
、
県
民

一
人
ひ
と
り
に
交
通
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
の
遵
守
、
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

▼
実
施
期
間　

９
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
30
日
（
水
）

▼
運
動
の
基
本　

高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

▼
運
動
の
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

おしらせ

台
風
９
号
に
よ
る
大
雨
災
害
等

義
援
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
台
風
９

○
第
１
回
は
11
月
８
日（
日
）、
ピ

　

ア
ニ
ス
ト
の
木
曽
真
奈
美
さ
ん

　

の
演
奏
を
予
定
。
２
回
目
以
降

　

も
現
在
計
画
中
で
す
。

▼
年
会
費　

７
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
長　

梅
津
一
郎
（
☎
85

－

４
４
５
０
）

最
上
川
さ
く
ら
回
廊
事
業

一
般
参
加
者
追
加
募
集

　

山
形
新
聞
社
主
催
の
「
最
上
川

さ
く
ら
回
廊
事
業
」
の
桜
苗
植
栽

へ
の
参
加
者
を
追
加
募
集
し
ま

す
。

▼
対
象　

町
内
在
住
の
か
た
、
ま

た
は
ゆ
か
り
の
あ
る
か
た
（
町
内

出
身
者
な
ど
）、
家
族
・
団
体
（
企

業
を
除
く
ス
ポ
少
・
婦
人
会
な
ど
）

で
当
日
必
ず
出
席
で
き
る
か
た

▼
い
つ　

11
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
ゆ
ー
む

▼
応
募
方
法　

は
が
き
に
植
裁
地

（
白
鷹
町
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
団
体
名
）、
家
族
全
員
の

名
前
と
職
業
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

連
絡
先
の
住
所
氏
名
、
応
募
の
動

機
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
※
植

樹
苗
木
に
は
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が

付
き
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

９
月
30
日
（
水
）

 

 

○
「
親
子
で
作
る
お
弁
当
」

　

保
育
園
児
の
部

　

小
学
生
の
部

　

中
学
生
の
部

○
「
自
分
で
作
る
お
弁
当
」

　

高
校
生
の
部

▼
内
容　

白
鷹
（
置
賜
）
産
の
米
、

野
菜
、
果
物
、
肉
、
魚
な
ど
を
５

品
以
上
使
用
、
１
食
５
０
０
円
以

内
の
弁
当

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
１
２
０
）

白
鷹
音
楽
愛
好
会（
新
野
晃
敏

会
長
）に
入
会
し
ま
せ
ん
か

　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー

む
」
が
10
月
４
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
私
た
ち
「
白
鷹
音
楽
愛
好

会
」
は
こ
こ
を
拠
点
と
し
、
鑑
賞

す
る
側
か
ら
演
奏
会
を
企
画
し
ま

す
。

　

次
の
項
目
を
ご
覧
の
う
え
、
入

会
希
望
・
興
味
の
あ
る
か
た
は
、

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
入
会
申

込
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
年
４
回
の
演
奏
会
を
企
画
し
ま

　

す
。（
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
家
を

　

お
招
き
し
て
開
催
し
ま
す
。）

○
年
３
回
は
会
員
証
の
確
認
だ
け

　

で
演
奏
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
（
残
り
１
回
は
有
料
）

必
着

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
９
９
２

－

０
８
９
２　

白
鷹
町

役
場　

建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

（
☎
85

－

６
１
４
０
）

テ
ニ
ス
会
員
募
集 

　

硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
、
ラ
ブ

オ
ー
ル
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

　

テ
ニ
ス
に
興
味
が
あ
る
か
た
、

何
か
運
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
た
、
初
心
者
も
十

分
楽
し
め
る
ク
ラ
ブ
で
す
。 

▼
練
習
日　

毎
週
水
曜
日　

午
後

７
時
30
分
～
（
２
時
間
）

▼
ど
こ
で　

パ
レ
ス
松
風

▼
活
動
期
間　

11
月
末
ま
で

▼
入
会
金　

４
５
０
０
円
（
９
月

入
会
の
か
た
）

▼
そ
の
他　

貸
ラ
ケ
ッ
ト
あ
り
ま

す
。
見
学
自
由（
体
験
入
会
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ　

横
山
（
０
９
０

－

３
１
２
０

－

１
２
１
７
）
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③
交
流
会　

な
ど

※
そ
の
ほ
か
多
彩
な
企
画
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
町
内
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

未
婚
女
性
10
人
限
定

▼
参
加
料
金

○
男
性
６
０
０
０
円

○
女
性
３
０
０
０
円

▼
締
め
切
り　

９
月
25
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

若
人
交

流
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業

振
興
課
内
直
通
／
☎
85

－

６
１
３

６
）

年
金
受
給
者
説
明
会

　

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
な
ど
を

受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
や
、
こ
れ

か
ら
受
給
さ
れ
る
か
た
を
対
象
に

年
金
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

▼
内
容　

年
金
受
給
者
の
必
要
な

知
識

▼
講
師　

社
会
保
険
事
務
所
担
当
者

▼
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
地
区
年
金

受
給
者
協
会
（
☎
０
２
３
８

－

２

４

－

６
３
７
０
）

　

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

②
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

　

し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
交
差
点
・
道
路
横
断
時
の
交
通

　

事
故
防
止

白
鷹
ま
る
ご
と
体
験
de
婚こ

ん

活か
つ

―

未
婚
の
女
性
を
募
集
し
ま

す―

　

白
鷹
で
「
婚
活
」
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
工
芸
体
験
、
散
策
、

そ
し
て
秋
の
味
覚
。
み
ん
な
で
と

こ
と
ん
楽
し
ん
で
、
い
ろ
ん
な
話

を
し
て
、
交
流
し
ま
し
ょ
う
。
素

敵
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
か
も
。

10
人
限
定
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
12
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
集
合
～

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
解
散

▼
ど
こ
で　

荒
砥
駅
集
合
、
白
鷹

町
内
各
地
、
荒
砥
駅
解
散

※
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
集
合
は
荒
砥
駅
午
前
９

時
52
分
着
、
解
散
後
は
荒
砥
駅
午

後
７
時
44
分
発
で
す
。

▼
内
容

①
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

「
あ
ゆ
ー
む
」
の
見
学

②
焼
き
物
体
験

フレッツ光相談会の開催について
　11 月２日より白鷹町全域で光ファバー通信網（Ｎ
ＴＴ東日本の商品名：フレッツ光ネクスト）のサー
ビスを開始することになっています。７月にも行い
ましたが、光ファバー通信網の普及活用を図るため、
光ブロードバンド実現の会もＮＴＴ東日本と共催で
サービスに関する相談会を開催します。
▼いつ　９月 27 日（日）午前 10 時～午後４時
▼どこで　蚕桑地区公民館、ハーモニープラザ
　サービス内容や相談会、申し込みや利用の勧誘な
　ど不明なことがありましたらお問い合わせくださ
　い。
■問い合わせ・連絡先
◇ＮＴＴ東日本　山形支店 ( ☎ 0800‐800‐5240）
　ホームページ　http://www.ntt-east.co.jp/yamagata/
◇白鷹町－光ブロードバンド実現の会事務局
　（総務課情報係内）　☎ 85 － 6121

●
ゴ
ミ
を
直
接
搬
入
す
る
場
合
の
注
意
点
…
ゴ
ミ
を
長
井
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
す
る
と
き
は
、
ゴ
ミ
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
荷
台
を
シ
ー
ト
で
覆
う
か
、
ロ
ー
プ
や
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
し
っ
か
り
縛
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

長
井
市
小
出
地
内
の
長
井
橋

（
一
般
国
道
２
８
７
号
）
で

橋
梁
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
は
10
月
20
日
ま
で
で
、

そ
の
間
長
井
橋
は
終
日
片
側
交
互

通
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
勤
時
間
帯
は
渋
滞
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

建
設
部　

西
置
賜
道
路
計
画
課　

維
持
管
理
担
当
（
☎
88

－

８
２
２

９
）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢

高　玉　金　田　信　子　80

中　山　山　川　忠　一　81

畔　藤　橋　本　忠　内　89

高　玉　小笠原　き　く　86

鮎　貝　須　貝　留　次　95

畔　藤　髙　橋　千代子　80

高　玉　金　田　さ　よ　80

荒砥甲　五十公野ち　よ　83

山　口　　堀　　和加子　45

中　山　大　木　富　士　75

高　玉　森　谷　國　男　85

横田尻　丸　川　久　一　86

荒砥乙　鈴　木　すみ子　64

中　山　大　木　玉　江　88

【8月1日～8月31日届出】

▼
暑
い
季
節
が
好
き
な
私
に
と
っ
て
、

今
年
の
夏
は
不
完
全
燃
焼
。
天
候
が

あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
た
め
、
海
に

も
行
け
ず
、
紫
外
線
を
た
っ
ぷ
り
浴

び
て
日
焼
け
す
る
計
画
は
失
敗
に
終

わ
り
ま
し
た
。

▼
最
近
、
朝
夕
だ
い
ぶ
肌
寒
く
な
り

ま
し
た
が
、
日
中
、
西
山
を
見
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
山
が
赤
く
な
っ
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
一
瞬
、「
紅

葉
？
い
や
違
う
…
」
そ
う
、
ナ
ラ
枯

れ
の
被
害
で
す
。
遂
に
白
鷹
ま
で
や

っ
て
き
ま
し
た
。
ナ
ラ
枯
れ
の
原
因
と

な
る
ム
シ
は
風
に
乗
っ
て
移
動
す
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
以
上
被
害
が
広
が
り
、

山
が
悲
鳴
を
あ
げ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
願
う
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
注

意
し
て
山
を
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。　　

　　
　　　　　
　　　
　　　　
　　　

（
お
お
た
き
）

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

鮎　貝 中山
孝　之 大

たい

　士
し

美　紀

横田尻 須貝 紀　明 花
か

　梨
りん

香緒里

山　口 青木
誠 七

なな

　海
み

しづか

高　玉 今野
勉 滉

こう

　盛
せい

ふさ代

荒砥乙 紺野
稔　晴 准

のり

　史
ふみ

和　枝

深　山 樋口
啓一郎 継

けい

　志
じ

慶　子

　８月中旬、大阪府で全日本中学生男女ソフトボール大会が開催（男子
は14チーム出場）され、山形県を代表して「白鷹西ソフトボールクラブ」
が初出場し、ベスト８に進出しました。
　白鷹西ソフトボールクラブは、中学生の全国大会があることを知った
酒井宏幸監督らソフトボール関係者が、この大会に出場し競技の普及を
図るため、昨年の冬から準備をはじめ結成したチームです。
　町内の中学校にソフトボール部はありませんが、スポーツ少年団には、
県大会や東北大会出場の実績がある「フェニックスジュニア」というチ
ームがあり、中学生の中にも多くの出身者がいます。
　今回は、部活動に支障がないよう、中体連終了後生徒に声をかけたと
ころ、３年生13人（西中から12人、長井南中から１人。うち６人がスポ
少経験者）が集まり、６月にチームを結成。南陽高校ソフトボール部や
社会人チームとの練習試合などを重ね本番を迎えました。
　１回戦では、神奈川県代表チームと対戦し、終盤に逆転を許すも、再
度逆転、サヨナラ勝ちで見事初戦を突破しました。
　２回戦は、男子ソフトボールの盛んな高知県代表の「嶺北ソフトクラ
ブ」と対戦。白鷹西は、序盤こそリードしていましたが、終盤に追いつ
かれ、逆転を許し残念ながら惜敗してしまいました。（大会は嶺北ソフト
クラブが優勝）
　短い期間の練習でしたが、ソフトボール関係者をはじめ、さまざまな
かたの協力があって出場することができた今回の大会。出場した中学生
にとっては、ベスト８という立派な記録のほかに得るものが多い貴重な
大会・経験になったのではないでしょうか。
　「ソフトボールの普及」という関係者皆さんの思いがつながることを
期待しています。

白鷹西ソフトボールクラブが
全国ベスト８に！

N
o.1024

2009-9
-11

横須賀学院クラブ ０ １ ０ ２ ２ ５

白鷹西ソフトクラブ １ ２ １ ０ ３× ７

１回戦

嶺北ソフトクラブ ０ ０ ２ ４ ０ ６

白鷹西ソフトクラブ ２ ２ ０ ０ ０ ４

２回戦

８月７日、激励会の様子


